
 

  

      令和７年３月１７日 

交 通 政 策 部 
 

復興段階に応じた持続可能な地域公共交通のあり方を考えます 
～「能登地域の公共交通を考えるシンポジウム」を開催～ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【開催概要】 

日  時：令和７年３月２５日（火）１５時～１７時３０分 

（開場１４時４０分）  

開 催 方 式：現地／オンライン 

会 場：のと里山空港内 奥能登行政センター４階 ４２，４３会議室 

（石川県輪島市三井町洲衛１０部１１番１） 

主 催：北陸信越運輸局 

共 催：日本都市計画学会中部支部（公共交通研究小委員会） 

参 加 費：無料 

プログラム：別紙①のとおり 

参 加 申 込：別紙①の参加申込書に記載の上、メールにて送付ください。 

受 付 期 間：３月２１日（金）まで 

 

 

【報道関係者向け】 

別紙②の「取材登録票」に記載のうえ、メールにて事前登録ください。 

 

 ※カメラ撮りは冒頭挨拶のみとさせていただきます。（その後も、傍聴は可能です） 

  内容に関するお問い合わせについては、シンポジウム後に対応させていただきます

ので、ご希望の時間について、登録用紙に記載をお願いします。 

 
 
 

  

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 北陸信越運輸局 交通政策部 交通企画課 新倉、嶋田 
TEL：０２５－２８５－９１５１ 

令和６年能登半島地震や同年９月に発生した豪雨災害により、鉄道や路線バスなどの地域公共

交通は、一時期は多くの路線で運休となるなど甚大な被害を受けました。 

さらに、従前からの人口減少や運転者不足といった課題がさらに深刻化・加速化している中で、

復興段階に応じた持続可能な地域公共交通のあり方について、様々な観点から検討していくこと

が重要です。 

このため、北陸信越運輸局では、令和７年３月２５日（火）に、のと里山空港（輪島市）にお

いて『能登地域の公共交通を考えるシンポジウム』を開催します。 

 



プログラム

能登地域の公共交通を考えるシンポジウム

第一部 15:00～16:00 

・主催者挨拶： 北陸信越運輸局長 佐橋 真人

・講 演： 「能登地域の地域交通の現状と課題及び
石川県能登地域公共交通計画の概要について」

公立小松大学教授：髙山 純一氏（石川県能登地域公共交通協議会会長）

・報 告：「能登地域における地域公共交通の復興における
対応手法・移動モデルの構築に関する調査報告」
北陸信越運輸局交通政策部交通企画課長：新倉 孝礼

・講 演：「地域の実情を踏まえたおでかけの仕組みづくり」
合同会社萬創社/名古屋大学客員准教授：福本雅之氏

第二部 16:15～17：25
・パネルディスカッション

「復興フェーズに応じた能登の持続可能な地域交通のあり方について」
コーディネーター：公立小松大学教授：髙山 純一氏
パネリスト：福井大学教授：川本 義海氏

合同会社萬創社/名古屋大学客員准教授：福本 雅之氏
北陸信越運輸局交通政策部交通企画課長：新倉 孝礼

・質疑応答

・閉会あいさつ

開催日時 2025年３月25日（火） 15：00‐17：30（開場14:40）
開催方式 現地対面及びオンラインのハイブリッド開催
対面会場 のと里山空港内 奥能登行政センター4階 42，43会議室

（石川県輪島市三井町洲衛10部11番1）

復興フェーズに応じた持続可能な地域公共交通のあり方とは?

主催：国土交通省北陸信越運輸局
共催：日本都市計画学会中部支部（公共交通研究小委員会）

定員：対面・30名 オンライン：300名
申し込み方法： 別紙申し込み用紙記載の上、メールで送付

上記の発表者及び内容等は事情により予告なく変更する場合がございます。ご了承ください。

-
テキストボックス
別紙①




参加申込方法
下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、
北陸信越運輸局交通政策部交通企画課あてメールでお申し込み下さい。

■申込先

Mail： hrt-noto-symposium@gxb.mlit.go.jp

参 加 申 込 書

会社名（団体名）

所 属

参 加 者 氏 名 １

参 加 者 氏 名 ２

連 絡 先 E - m a i l

電 話 番 号

参 加 方 法
（ ど ち ら か に ○ ）

現地対面 ／ オンライン

※上記情報は、適切に管理するとともに、当該イベントの目的以外の用途では利用いたしません。

【問合せ先】
北陸信越運輸局交通政策部交通企画課
TEL：025-285-9151／FAX：025-285-9171

【会場周辺地図】 【駐車場周辺地図】

ご担当者記入欄 申込〆切日：令和７年３月２１日（金）

金沢からシンポジウム会場（のと里山空港）への公共交通でのアクセス
行き：金沢駅西口⑦のりば 12:00発→穴水駅前14:03発→のと里山空港 14:23着
帰り：のと里山空港 17:45発→穴水駅前18:00着→金沢駅西口 20:13着



 

 

取材登録票 

宛 先： hrt-noto-symposium★gxb.mlit.go.jp 

（北陸信越運輸局 交通政策部 交通企画課 行き） 

 ★を＠に変換して送信願います。 

申 込 締 切：３月２１日（金） 

 

 ※カメラ撮りは冒頭挨拶のみとさせていただきます。 

  内容に関するお問い合わせについては、シンポジウム後に対応させていた

だきますので、ご希望の時間帯について、登録用紙に記載をお願いします。 

 

■取材希望時間（シンポジウム後にお問い合わせをご希望される場合） 

 

                                      

  

■ご連絡先（ご担当者） 

ご芳名               

 

部 署               

 

電 話               

 

E:mail               
 

 

別紙② 
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